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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 10 月 31 日に公表した業績予想を下記のとおり修正をいたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（単位：百万円） 

平成 21 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,800 450 300 100 20 円 29 銭

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 24,503 412 332 104 21 円 01 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △297 △38 32 4 ― 

増 減 率            （％） △1.2 △8.4 10.7 4.0 ― 

（ご参考）前期実績（平成 20 年３月期） 24,703 535 409 165 32 円 93 銭

 

平成 21 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,780 350 200 300 60 円 87 銭

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 24,481 389 265 360 72 円 73 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △299 39 65 60 ― 

増 減 率            （％） △1.2 11.1 32.5 20.0 ― 

（ご参考）前期実績（平成 20 年３月期） 24,690 343 281 53 10 円 74 銭

通期個別業績の予想数値は、平成 20 年８月８日開催の取締役会において決議いたしました平成 20 年 10 月１日を 

効力発生日とした連結子会社ヒラキ不動産管理有限会社との合併後の予想数値を記載しております。 

 

修正理由 

【連結】 

主力の通信販売事業において、受注件数はほぼ前期並みの水準を確保したものの、予想を上回る消費者の消費意欲の低下

により１件当たりの受注単価が低下し、売上高は当初予想を下回る結果となりました。 

一方で、このような厳しい環境下でも収益が確保できるための体制作りに着手し、商品企画から販売まで一貫した組織体制へ

の変更、閑散期のカタログの一本化等による広告宣伝費の効率改善や、受注・出荷業務の効率の見直し等の体質改善を行い、

販売費及び一般管理費の売上高に対する比率を引き下げ、収益面において計画を上回る水準を確保いたしました。 

しかし、当社と連結子会社である上海平木福客商業有限公司との取引において予想を上回る円高の影響等により、連結会計

処理上営業利益が計画を下回っております。なお、経常利益および当期純利益に影響はありません。 

【個別】 

連結の要因と同様であります。 経常利益の増加については低水準の固定金利で資金調達を実施でき、支払利息が当初予想

より低減できたことによるものであります。なお、平成２１年３月期第３四半期において、当社と連結子会社であるヒラキ不動産管

理有限会社との合併により特別利益を 339 百万円計上しております。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 

                     以上 


